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愛知県廃棄物処理計画の目標値と 2021 年度実績の比較 

 

 2021 年度は、前廃棄物処理計画（2017～2021 年度）（以下「前計画」）の目標年度であ

り、目標達成状況については、資料１（一般廃棄物）及び資料２（産業廃棄物）のとお

りである。 

 一方、2021 年度の実績を、現廃棄物処理計画（2022～2026 年度）（以下「現計画」）の

目標値と比較した場合は、表及び図のとおりとなる。 

 なお、現計画から、食品ロスの削減の推進に関する法律において、都道府県が定めるべ

きものとされる「食品ロス削減推進計画」を含めた内容となっている。 

 現計画の策定に当たっては、前計画期間における廃棄物処理の現状や課題を整理すると

ともに、将来予測を行い、2026 年度における減量化の目標を設定している。 

 引き続き一般廃棄物及び産業廃棄物の排出量・最終処分量等を毎年度推計し、目標の達

成状況を把握するとともに、各種施策の着実な推進に努めていく。 
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表１ 現・前計画目標値と 2021 年度実績との比較 

項 目 
現計画 

（2026 年度目標値） 

前計画 

（2021 年度目標値） 

実績 

（2021 年度） 

排出量 

●一般廃棄物 

239 万トン 

 

●産業廃棄物 

1,557 万 3 千トン 

●一般廃棄物 

240 万 4 千トン 

 

●産業廃棄物 

1,570 万 5 千トン 

・一般廃棄物 

241 万 2 千トン 

 

・産業廃棄物 

1,589 万 7 千トン 

再生利用率 

 

 

    ― 

●一般廃棄物 

約 23％ 

 

●産業廃棄物 

約 74％ 

・一般廃棄物 

22.3% 

 

・産業廃棄物 

69.4% 

出口側の循環利用

率※１ 

●一般廃棄物 

約 23％ 

 

●産業廃棄物 

約 74％ 

 

    ― 

・一般廃棄物 

22.3％ 

 

・産業廃棄物 

69.9％ 

最終処分量 

◎一般廃棄物 

18 万 6 千トン 

 

●産業廃棄物 

61 万 4 千トン 

◎一般廃棄物 

19 万 8 千トン 

 

◎産業廃棄物 

82 万 9 千トン 

・一般廃棄物 

16 万トン 

 

・産業廃棄物 

72 万 2 千トン 

一人一日当たりの 

家庭系ごみ排出量※２ 
●   480ｇ ●   500g 514ｇ 

※１ ：廃棄物等の発生量のうち、循環利用量(再使用・再生利用量)の占める割合を表す指標  

    一般廃棄物の「出口側の循環利用率」＝「総資源化量」/（「収集ごみ量」＋「直接搬入ごみ量」＋「集 

団回収量」）×100 

    産業廃棄物の「出口側の循環利用率」＝［再生利用量＋金属くず、ガラ陶、鉱さい、がれき類それぞ 

れの減量化量－動物のふん尿の直接再生利用量］/［排出量］×100 
※２ ： 一般廃棄物の一年間の総排出量から、事業系ごみ量及び集団回収量、生活系資源ごみ量を 

差し引いて、一人一日当たりに換算した量 
※３ ： ◎2021 年度実績で目標を達成、●2021 年度実績で目標を未達成 
 

 

表２ 食品ロス削減の目標値と 2021 年度実績との比較 

 参考値 

（2000 年度） 

目標 

（2026 年度） 

将来目標 

（2030 年度） 

実績 

（2021 年度） 

食品ロス発生量 825 ●433 ●413 455 

 家庭系 356 ●189 ●178 193 

 事業系 469 ●244 ●235 262 
※ ◎2021 年度実績で目標を達成、●2021 年度実績で目標を未達成  
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  一般廃棄物 

（千トン） 

（年度） 

図１ 排出量、最終処分量、再生利用率の概況【目標達成状況および経年変化】 

【実績】 【目標】 

【実績】 

【実績】 

図２ 一人一日あたりの家庭系ごみ排出量【目標達成状況および経年変化】 

図３ 食品ロス発生量【目標達成状況および経年変化】 

【目標】 

（千トン） （％） 

 
【目標】 
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2,053,383 (85.1%)

2,138,627 (84.3%) 15,965 (0.7%) 159,685 (6.6%)

14,214 (0.6%) 194,337 (7.7%)

260,026 (10.8%)
268,378 (10.6%) 133,929 (5.6%)

168,951 (6.7%)
1,824,708 (75.6%)

0 (0.0%) 1,928,888 (76.0%)

0 (0.0%)

98,886 (4.1%)

129,729 (5.1%)

113,847 (4.7%) 9,791 (0.4%)
115,354 (4.5%) 11,172 (0.4%)

2,412,295 (100.0%)
2,536,734 (100.0%)

379,521 (15.7%) 342,671 (14.2%)
362,708 (14.3%) 311,278 (12.3%)

115,705 (4.8%)
92,062 (3.6%)

116,551 (4.8%) 17,103 (0.7%)
1,701,043 (70.5%) 120,995 (4.8%) 17,672 (0.7%)
1,801,230 (71.0%)

34,960 (1.4%) 18,271 (0.8%)
22,144 (0.9%) 17,244 (0.7%)

64,490 (2.7%)
67,988 (2.7%) 5,158 (0.2%) 1,311 (0.1%)

5,207 (0.21%) 1,463 (0.06%)

262,762 (10.9%) 22,159 (0.9%) 15,507 (0.6%)
246,592 (9.7%) 23,000 (0.9%) 16,222 (0.6%)

6,844 (0.3%) 5,385 (0.2%)
3,398 (0.1%) 4,196 (0.17%) 2,808 (0.1%)
3,310 (0.1%)

190,021 (7.9%) 169,389 (7.0%)
185,534 (7.3%) 163,807 (6.5%)

21,690 (0.9%)
19,507 (0.8%) 3,828 (0.2%)

1,632 (0.1%)

260,026 (10.8%)

268,378 (10.6%)

97,165 (4.0%)
0 (0.0%) 99,287 (3.9%)

0 (0.0%)

439,836 (18.2%)

410,565 (16.2%)
98,886 (4.1%) 538,722 (22.3%) 2021年度

129,729 (5.1%) 540,294 (21.3%) 2019年度

資源化量

資源ごみ

その他

粗大ごみ

直接埋立

焼却残渣の埋立

集団回収

焼却施設

その他の施設

焼却

ごみ堆肥化施設

ごみ飼料化施設

メタン化施設

ごみ燃料化施設

その他の資源化等を
行う施設

直接資源化

可燃ごみ

不燃ごみ

総資源化量

収集ごみ

直接搬入ごみ

自家処理量

集団回収量

総排出量

処理残渣の焼却 処理残渣の埋立

最終処分量

施設処理に伴う資源化量焼却以外の中間処理

粗大ごみ処理施設

直接搬入ごみ

自家処理

[処理量][排出量]

（単位：トン/年）
注１：表上段は2021年度実績、下段は2019年度実績を示す。
注２：収集ごみの「その他」とは、危険ごみ等をいう。
注３：「その他の施設」とは、粗大ごみ処理施設、ごみ燃料化施設又は資源化施設以外の施設であって、資源化を目的とせず

埋立処分のための破砕、減容化等を行う施設をいう。
注４：（ ）内は総排出量に対する割合を示す。
注５：数値は四捨五入のため、合計値が一致しない事がある。

図４ 処理の流れ 
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産業廃棄物 

4,756 (23.0%) 15,785 (76.4%)
4,522 (22.7%) 15,027 (75.3%)

10,450 (50.6%)
9,850 (49.4%)

11,029 (53.4%)
15,210 (73.6%) 11,064 (53.6%) 10,505 (52.7%)
14,632 (73.3%) 10,458 (52.4%) 579 (2.8%)

655 (3.3%)
69.4 %

(20.1%) 68.1 %
(20.9%) 614 (3.0%)

608 (3.0%)
722 (3.5%)

2021年度 20,654 (100.0%) 15,897 (77.0%) 746 (3.7%)
2019年度 19,948 (100.0%) 15,426 (77.3%) 108 (0.5%)

138 (0.7%)
4.5 %
4.8 %

0 (0.0%)
0 (0.0%)

688 (3.3%) 1 (0.0%)
794 (4.0%) 1 (0.0%)

（単位：千トン） 1 (0.0%)
注1 ：県内で発生した産業廃棄物の処理の流れであり、県外での処理を含む。 1 (0.0%)

2 ：数値は四捨五入のため、合計値が一致しない事がある。
3 ：（　）は発生量に対する割合を示す。
4 ：その他量は保管等の量である。

未処理量 その他量

未処理その他量

最終処分量

発生量 排出量

直接最終処分量

排出量に対する最終処分率

中間処理後その他量

直接再生利用量

排出量に対する再生利用率

減量化量

4,146 中間処理後最終処分量

4,174

有償物量 資源化量

中間処理後再生利用量

再生利用量

中間処理量 中間処理後量

図６ 処理の流れ 

図５ 排出量、最終処分量、再生利用率の概況【目標達成状況および経年変化】 

【実績】 


